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11月19日（金）に、神谷小中学校
にていの町教育委員会指定発表会が
開催されました。町内から63名の参
加がありました。発表会の内容につ
いて、４回に渡ってご紹介します。

公開授業 第１・２学年 道徳科「のびのびとせいかつするために」A-（２）正直・誠実

本時では、「うそやごまかしがばれると怒られるから」といった受け身の動機ではなく、正
直でいることの良さに目を向けさせ、正直でいることの難しさや大切さについても感じ取らせ
ることをねらいとしていました。
授業において、「もう一度とんでみるね」の後に「わたし」が「だってー」と続けるとした

ら、「わたし」は何と言ったと思うかを書かせることで、主人公の心の内を自分事としてとら
えさせていました。（揺さぶり）その後、児童一人一人がペアになって役割演技を行いました。
児童たちは積極的に役割演技を行い、友達の演技（理由・気持ち等）も集中して見聞きし、
「わたし」の気持ちを考えることができていました。先生がほめる場面も多々あり、意欲的に
取り組んでいました。最後に、担任の小学生時代の体験したことについて話をしました。

神谷小中学校 令和２・３年度
いの町教育委員会研究事業指定発表会 part1

授業の講評
１年生は一人でしたが、教員との信頼
関係がありました。２年生になると、子
ども同士の信頼感もできてきました。そ
の信頼感を基礎に、子ども同士の関わ
りができてくると思いました。役割演技
もあるということだったので、先生主導
だけでなく子ども同士を動かす展開が
あったかと思います。菊池実践を考え
たら自由起立でどんどん話してごらん、
ということもできると思います。

子どもに「だって…」と理由を
言わせていました。対話をさせ
るなら○か×、AかBかというよ
うに、意見を分裂させる方法と、
揺さぶりをかける方法がありま
す。「だって」と言わせたことで、
先生は子どもを揺さぶってい
ました。出てきた意見を「そうだ
そうだ」とまとめるのではない
ところが良かったです。

菊池省三先生

是永かな子先生



第３・４学年は、自分や相手の欲しいものについて、簡
単な質問をしたり答えたりする活動を通して、主体的に
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う単元を構成
していました。本時では、お客さん役とお店屋さん役を交
替しながら、お店屋さんごっこの活動を行いました。まず、
商品の数・色・形や、欲しいものを尋ねたり答えたりする
表現の仕方を、先生の発音を聞きながら、何回も練習し
ていました。その後、先生がお店屋さん、一人の児童が
お客さんで、どのように買い物をすればよいのかを確認
しました。

公開授業 第３・４学年 外国語活動「This is for you.カードをおくろう」

その後、４つのお店で、「What do you want?」「I want ＿.」「How many ?」など、実際に英語で
やり取りしながら買い物が始まりました。お客さんは、買い物メモを見ながら自分の欲しい数や色、形な
どを伝えていました。最初は自信のない児童もいましたが、先生や友達に聞くなどして繰り返すうちに、
笑顔も見られるようになっていきました。途中で品物が足りなくなり困った場面でも、先生に言い方を尋
ねて、活動できていました。最後の感想にも、「お店屋さんをやった時、横の人がわからなかったとき教え
てくれたからよかった。」とありました。

子どもが応援する姿、子どもが子ども
を指名する姿がありました。自然発生
的な子どものつながりがあると思い
ました。先生がファシリテーターになり、
子ども主体の活動ができていました。

教師がファシリテーター的役割を
していました。ファシリテートとは、
参加者の困り感を無くすことです。
授業を進めていくうち、子どもが
「どうやっていいか分からん」と
言った場面がありましたが、先生
は全く動じませんでした。

菊池省三先生

是永かな子先生

価値語の掲示（３・４年）
5分の1黒板（左：1・2年 右：3・4年）
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